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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第60期
第２四半期
連結累計期間

第61期
第２四半期
連結累計期間

第60期

会計期間
自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日

自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日

自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日

売上高 (千円) 17,847,317 19,713,775 38,363,349

経常利益 (千円) 89,290 289,421 427,293

四半期(当期)純利益 (千円) 64,928 226,363 321,296

四半期包括利益又は
包括利益

(千円) 202,000 230,068 442,756

純資産額 (千円) 8,787,131 9,085,657 8,769,620

総資産額 (千円) 28,203,296 30,616,176 29,858,464

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 5.89 20.54 29.16

潜在株式調整後１株当たり四
半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 31.1 29.6 29.3

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △205,599 526,231 225,566

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △180,675 △111,025 △509,586

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △19,009 △384,502 63,832

現金及び現金同等物
の四半期末（期末）残高

(千円) 1,777,826 2,010,794 1,967,030
 

 

回次
第60期
第２四半期
連結会計期間

第61期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成25年７月１日
至 平成25年９月30日

自 平成26年７月１日
至 平成26年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 6.13 16.00
 

(注)１. 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２. 売上高には、消費税等は含まれておりません。

３. 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社企業集団（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等又は前事

業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府及び日銀による経済・金融政策の効果から、一部に弱さ

がみられるものの、景気は緩やかな回復基調が続いております。一方、為替の変動に伴う原燃料価格の上昇が及ぼ

す影響などの懸念材料もあり、実体経済は先行き不透明なものとなっております。

　当社企業集団の属するステンレス鋼業界におきましては、原料価格の変動や製造コストの上昇からメーカー各社

の値上げ姿勢が継続しており、市況は強含みで推移しました。需要も総じて底堅く推移しましたが、流通在庫も増

加しており、国内流通マーケットは盛り上がりに欠ける動きとなりました。

　このような状況のなか、当社企業集団の連結業績は、主力事業であるステンレス鋼その他金属材料の販売事業に

おいて、受注・販売量の確保に注力するとともに休眠顧客の掘起しや新規分野への積極的な営業展開を図った結

果、売上高は前第２四半期連結累計期間に比べ10.5％増加の19,713,775千円となりました。利益面につきまして

は、メーカー値上げに対応した販売価格の改定をすすめたことにより、前第２四半期連結累計期間に比べ営業利益

は2.3倍の290,123千円、経常利益は3.2倍の289,421千円、四半期純利益は3.5倍の226,363千円を計上しました。

なお、セグメント別の状況は以下のとおりです。

 

ステンレス鋼その他金属材料の販売事業

ステンレス鋼の販売において、販売数量が前第２四半期連結累計期間に比べ1.9％増加し、販売価格が7.2％上昇

したことなどにより、売上高は前第２四半期連結累計期間に比べ10.5％増加の18,609,589千円となりました。営業

利益は、販売価格の改定と原価低減に努めた結果、前第２四半期連結累計期間に比べ78.1％増加の227,623千円とな

りました。

 

ステンレス鋼その他金属加工製品の製造・販売事業

国内建築分野のステンレス加工品販売は好調に推移しましたが、中国における造管事業は自動車関連向けが減少

し高水準であった前第２四半期連結累計期間に比べ減収となり、売上高は前第２四半期連結累計期間に比べ3.6％減

少の583,645千円となりました。営業利益は売上総利益率の向上と販売費及び一般管理費の削減により前第２四半期

連結累計期間に比べ32.5％増加の83,575千円を計上しました。

 

機械装置の製造・販売及びエンジニアリング事業

前期に予定していた物件の売上を当第１四半期に計上したため、売上高は前第２四半期連結累計期間に比べ

31.6％増加の520,541千円となりました。しかしながら、販売費及び一般管理費を上回る売上総利益を確保すること

ができず、営業利益は25,459千円の損失（前第２四半期連結累計期間は78,933千円の損失）となりました。
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(2) 財政状態の分析

①資産

資産合計は、受取手形及び売掛金が122,789千円、ソフトウェアなどの無形固定資産が62,561千円減少したもの

の、商品及び製品が822,389千円、仕掛品が200,510千円増加したことなどにより、前連結会計年度末に比べ

757,712千円増加し30,616,176千円となりました。

 

②負債

負債合計は、短期借入金が301,746千円、退職給付に係る負債が259,795千円減少したものの、支払手形及び買

掛金が1,136,362千円増加したことなどにより前連結会計年度末に比べ441,675千円増加し21,530,519千円となり

ました。

 

③純資産

純資産合計は、四半期純利益226,363千円などにより、前連結会計年度末に比べ316,036千円増加し9,085,657千

円となりました。

以上の結果、自己資本比率は前連結会計年度末の29.3％から29.6％となりました。　

 

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間におけるキャッシュ・フローの状況は、以下のとおりであります。

①営業活動によるキャッシュ・フロー

営業活動によるキャッシュ・フローは、たな卸資産が増加したものの、税金等調整前四半期純利益、減価償却

費の計上、仕入債務の増加等があったことにより526,231千円の収入（前年同期は205,599千円の支出）となりま

した。　

 

②投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産及び無形固定資産の取得、子会社株式の取得などにより、111,025千円の支出(前年同期は180,675

千円の支出）となりました。

 

③財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の返済、親会社による配当金の支払などにより384,502千円の支出（前年同期は19,009千円の支出）

となりました。

 

これらの結果、当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末から

43,764千円増加し、2,010,794千円となりました。
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(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社企業集団の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており、その内容は次の

とおりです。

 

会社の支配に関する基本方針について

当社は、会社の支配に関する基本方針を定め、特定株主グループの株券等保有割合が20％以上となる当社株券等の

買付行為への対応策（以下、本対応策という。）を導入しております。

 

 1) 基本方針の内容

当社は、株式を上場している者として、市場における当社株式の自由な売買を認める以上、特定の者による当社

株式の大量買付けであっても、当社の企業価値及び株主共同の利益の確保・向上に資するものであれば、これを一

概に否定するものではありません。また、当社株式の大量買付提案に応じるかどうかの判断は最終的に株主の意思

に基づいて行われるべきものと考えております。しかしながら、株式の大量買付提案の中には、企業価値及び株主

共同の利益を損なうおそれのあるものや、当社の企業価値を十分に反映しているとは言えないもの、あるいは株主

が最終的な決定をされるために必要な情報が十分に提供されないものも少なくありません。当社としては、このよ

うな当社の企業価値及び株主共同の利益の確保・向上に資さない大量買付けを行う者は当社の財務及び事業の方針

の決定を支配する者として不適切であり、そのような買付提案に対して、当社取締役会は、株主から負託された者

の責務として、株主のために必要かつ十分な情報の確保や株式の大量買付けを行う者との交渉などを行う必要があ

ると考えています。

 

 2) 基本方針の実現に資する取り組み

ステンレス流通業は成熟期を迎えており、従来の問屋機能だけに依存したビジネスモデルでは、当社の企業価値

を大幅に向上させていくことは困難になってきています。当社では企業価値を高めていくために、次のような施策

に取り組んでおります。

①加工分野を強化することにより、高付加価値商品・サービスの提供を更に充実させております。そのため、レー

ザー切断機やフライス加工機などの最新鋭の機械・設備を導入し、当社の内製加工力を強化していく一方、社外

の加工専門会社を適宜活用し、協働化を図っております。

②海外での展開としては、中国市場において当社の子会社の業容を拡大し、販売・サービスを充実させておりま

す。また、より付加価値の高い加工分野への展開を図っていきます。中国以外でも今後成長が見込まれる地域に

おける事業展開の可能性の研究を進め、当社の果たせる役割の拡大を図っていきます。

③同業他社との差別化を図るため、取引先への提案営業を実践し、ソリューション機能を強化します。そのため、

人事制度・社員教育を充実させ、優秀な人材の育成に努めます。
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 3) 基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務及び事業の方針の決定が支配されることを防止するための取

組み

当社は、平成20年６月26日開催の定時株主総会において当社株券等の大量買付行為への対応策導入についてご承

認いただき、内容について所要の修正を行い、平成23年６月28日開催定時株主総会においてその継続についてご承

認をいただきました。当社は継続後における買収防衛策に関する動向を踏まえて、内容の一部を修正し再度継続す

ることにつき、平成26年６月20日開催の定時株主総会においてご承認をいただきました。本対応策の概要は以下の

とおりです。

① 本対応策の内容

 ａ.本対応策の概要

本対応策は、当社株券等の大量買付けが行われる場合に、株主が適切な判断をするために必要かつ十分な情報及

び時間を確保するとともに、大量買付けを行おうとする者との協議・交渉の機会を確保すること等を通じて、当社

の企業価値及び株主共同の利益を確保・向上させることを目的としています。

 ｂ.独立委員会の設置

本対応策においては、対抗措置の発動等にあたって当社取締役会の恣意的な判断を排除し、その客観性及び合理

性を担保するために、当社取締役会から独立した組織として独立委員会を設置します。

② 対抗措置の概要

大量買付者が本対応策に規定された手続を遵守しない場合や、大量買付行為により当社の企業価値及び株主共同

の利益が毀損されるおそれがあると認められる場合には、当社は、新株予約権の無償割当て、会社法その他の法令

もしくは当社定款によって認められる対抗措置をとることがあります。

③ 本対応策の有効期間

本対応策の有効期間は、平成29年６月開催予定の当社定時株主総会の終結時までとします。

 

 4) 本対応策が基本方針に沿い、当社株主の共同の利益を損なうものではなく、当社役員の地位の維持を目的とする

ものではないこと及びその理由

本対応策は、以下の理由により、上記の基本方針に沿うものであり、株主共同の利益を損なうものではなく、当

社役員の地位の維持を目的とするものではないと考えております。

① 買収防衛策に関する指針の要件を充足していること

② 企業価値及び株主共同の利益の確保・向上させる目的をもって継続されていること

③ 株主の意思を重視するものであること

④ デッドハンド型やスローハンド型の買収防衛策ではないこと

⑤ 独立性の高い社外者による判断の重視

⑥ 客観的発動要件の設定

 

(5) 研究開発活動

特記事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 36,000,000

計 36,000,000
 

 

② 【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成26年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成26年11月７日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 12,000,000 12,000,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

単元株式数は100株

計 12,000,000 12,000,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成26年９月30日 ― 12,000,000 ― 1,512,150 ― 1,058,008
 

(注) 当第２四半期会計期間における発行済株式総数、資本金及び資本準備金の増減はありません。
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(6) 【大株主の状況】

  平成26年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

住友商事株式会社 東京都中央区晴海１－８－11 1,200 10.00

株式会社メタルワン 東京都港区芝３－23－１ 700 5.83

新日鐵住金ステンレス株式会社 東京都千代田区大手町２－６－１ 696 5.80

株式会社みずほ銀行
（常任代理人資産管理サービス
 信託銀行株式会社）

東京都千代田区大手町１－５－５
（東京都中央区晴海１－８－12）

548 4.57

ＵＥＸ社員持株会 東京都品川区東品川２－２－24 405 3.37

三井物産スチール株式会社 東京都港区赤坂５－３－１ 368 3.07

日本トラスティ・サービス信託銀
行株式会社（信託口）

東京都中央区晴海１－８－11 339 2.82

大同特殊鋼株式会社 愛知県名古屋市東区東桜１－１－10 316 2.63

第一生命保険株式会社
（常任代理人資産管理サービス
信託銀行株式会社）

東京都千代田区有楽町１－13－１
（東京都中央区晴海１－８－12）

268 2.23

木　田　裕　介 大阪府豊中市 222 1.85

計 ― 5,061 42.18
 

(注) １ 所有株式数は、千株未満を四捨五入により表示しております。

 ２ 所有株式数の割合は、小数点第３位を四捨五入して算出しております。

 ３ 上記のほか当社所有の自己株式980千株（8.17％）があります。

 

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成26年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
 （自己保有株式）
 普通株式       980,400

― ―

完全議決権株式(その他)
 普通株式

11,018,700
110,187 ―

単元未満株式
 普通株式

900
― ―

発行済株式総数 12,000,000 ― ―

総株主の議決権 ― 110,187 ―
 

(注) 「単元未満株式」欄には、自己株式27株が含まれております。
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② 【自己株式等】

平成26年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社ＵＥＸ

東京都品川区東品川
２－２－24

980,400 ― 980,400 8.17

計 ― 980,400 ― 980,400 8.17
 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成26年７月１日から平成

26年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、清新監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,967,030 2,010,794

  受取手形及び売掛金 ※  10,610,080 ※  10,487,292

  商品及び製品 6,383,623 7,206,012

  仕掛品 28,846 229,357

  原材料及び貯蔵品 84,899 79,091

  繰延税金資産 133,599 110,079

  その他 597,623 608,329

  貸倒引当金 △10,687 △10,583

  流動資産合計 19,795,013 20,720,370

 固定資産   

  有形固定資産   

   土地 5,465,449 5,465,449

   その他（純額） 1,494,017 1,481,497

   有形固定資産合計 6,959,466 6,946,946

  無形固定資産 436,855 374,294

  投資その他の資産   

   投資有価証券 1,537,927 1,532,805

   長期滞留債権 66,901 66,443

   繰延税金資産 699,936 619,695

   その他 428,110 420,909

   貸倒引当金 △65,743 △65,285

   投資その他の資産合計 2,667,130 2,574,566

  固定資産合計 10,063,451 9,895,806

 資産合計 29,858,464 30,616,176

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 11,484,204 12,620,566

  短期借入金 5,364,018 5,062,272

  未払法人税等 78,181 52,246

  引当金 207,829 204,772

  その他 501,675 405,122

  流動負債合計 17,635,907 18,344,978

 固定負債   

  社債 300,000 300,000

  長期借入金 712,130 704,110

  再評価に係る繰延税金負債 908,244 908,244

  退職給付に係る負債 1,443,666 1,183,871

  その他 88,896 89,315

  固定負債合計 3,452,936 3,185,541

 負債合計 21,088,844 21,530,519
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,512,150 1,512,150

  資本剰余金 1,058,008 1,058,008

  利益剰余金 4,885,358 5,211,428

  自己株式 △244,419 △244,419

  株主資本合計 7,211,097 7,537,167

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 372,781 365,223

  繰延ヘッジ損益 22 44

  土地再評価差額金 1,411,004 1,411,004

  為替換算調整勘定 5,207 △5,006

  退職給付に係る調整累計額 △258,267 △235,303

  その他の包括利益累計額合計 1,530,747 1,535,962

 少数株主持分 27,777 12,528

 純資産合計 8,769,620 9,085,657

負債純資産合計 29,858,464 30,616,176
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

 【四半期連結損益計算書】

 【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

売上高 17,847,317 19,713,775

売上原価 15,269,364 16,869,984

売上総利益 2,577,953 2,843,791

販売費及び一般管理費   

 役員報酬 91,722 93,254

 給料手当及び賞与 849,836 852,788

 賞与引当金繰入額 147,672 183,134

 退職給付費用 96,093 117,658

 荷造運搬費 394,558 407,936

 その他 873,909 898,897

 販売費及び一般管理費合計 2,453,790 2,553,668

営業利益 124,163 290,123

営業外収益   

 受取利息 176 50

 受取配当金 11,828 15,539

 為替差益 11,979 20,143

 持分法による投資利益 3,215 7,790

 その他 3,080 18,891

 営業外収益合計 30,278 62,414

営業外費用   

 支払利息 51,021 51,900

 手形売却損 13,836 10,693

 その他 294 522

 営業外費用合計 65,150 63,116

経常利益 89,290 289,421

特別利益   

 固定資産売却益 3,728 2,750

 負ののれん発生益 － 6,272

 特別利益合計 3,728 9,022

特別損失   

 固定資産除却損 556 222

 固定資産売却損 57 59

 投資有価証券売却損 1 -

 役員退職慰労金 - 10,000

 会員権評価損 208 9,614

 特別損失合計 823 19,896

税金等調整前四半期純利益 92,195 278,547

法人税、住民税及び事業税 40,915 52,936

法人税等調整額 △13,560 327

法人税等合計 27,355 53,263

少数株主損益調整前四半期純利益 64,840 225,284

少数株主損失（△） △88 △1,079

四半期純利益 64,928 226,363
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 64,840 225,284

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 119,543 △7,989

 繰延ヘッジ損益 △131 22

 為替換算調整勘定 17,748 △10,213

 退職給付に係る調整額 - 22,964

 その他の包括利益合計 137,159 4,784

四半期包括利益 202,000 230,068

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 201,838 231,578

 少数株主に係る四半期包括利益 162 △1,510
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 92,195 278,547

 減価償却費 158,004 178,798

 負ののれん発生益 - △6,272

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 6,691 △562

 賞与引当金の増減額（△は減少） 38,053 △3,057

 退職給付引当金の増減額（△は減少） 23,385 -

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） - 42,098

 受取利息及び受取配当金 △12,004 △15,589

 支払利息及び手形売却損 64,856 62,593

 持分法による投資損益（△は益） △3,215 △7,790

 有形固定資産売却損益（△は益） △3,671 △2,690

 投資有価証券売却損益（△は益） 1 -

 固定資産除却損 556 222

 会員権評価損 208 9,614

 その他の営業外損益（△は益） △14,765 △34,064

 売上債権の増減額（△は増加） 1,473,392 36,085

 たな卸資産の増減額（△は増加） △102,272 △1,033,448

 仕入債務の増減額（△は減少） △1,713,299 1,112,365

 未収消費税等の増減額（△は増加） △8,104 8,261

 未払消費税等の増減額（△は減少） △86,875 △3,448

 その他の資産・負債の増減額 △30,195 6,019

 小計 △117,057 627,682

 利息及び配当金の受取額 18,034 21,619

 利息の支払額 △50,084 △51,900

 手形売却に伴う支払額 △13,836 △10,693

 法人税等の支払額 △57,479 △78,846

 その他 14,822 18,369

 営業活動によるキャッシュ・フロー △205,599 526,231

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △128,512 △86,742

 有形固定資産の売却による収入 20,384 4,384

 無形固定資産の取得による支出 △39,000 △11,272

 投資有価証券の取得による支出 △23,194 △6,390

 投資有価証券の売却による収入 36 -

 子会社株式の取得による支出 - △7,138

 貸付けによる支出 △840 -

 貸付金の回収による収入 535 250

 その他 △10,085 △4,117

 投資活動によるキャッシュ・フロー △180,675 △111,025
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           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） △32,504 △292,878

 長期借入れによる収入 300,000 180,000

 長期借入金の返済による支出 △256,192 △196,445

 配当金の支払額 △22,074 △71,683

 少数株主への配当金の支払額 △412 △329

 リース債務の返済による支出 △7,827 △3,167

 財務活動によるキャッシュ・フロー △19,009 △384,502

現金及び現金同等物に係る換算差額 8,108 13,060

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △397,175 43,764

現金及び現金同等物の期首残高 2,175,001 1,967,030

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  1,777,826 ※  2,010,794
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【注記事項】

(会計方針の変更等)

 
当第２四半期連結累計期間

(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

(会計方針の変更)

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付

見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の算定方法を変更してお

ります。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２四

半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減しております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が266,213千円減少し、利益剰余金が

171,334千円増加しております。また、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期

純利益に与える影響額は軽微であります。
 

 

(四半期連結貸借対照表関係)

 

 ※　 偶発債務

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

受取手形割引高 1,448,321千円 742,462千円

受取手形裏書譲渡高 167,524 　 154,492   

輸出手形割引高 24,175 66,262   

流動化による手形債権買戻し義務額 ― 145,172 
 

保証債務     

株式会社三益ＵＥＸ （注） 97,900 ― 

株式会社三益 （注） ― 　 22,800   
 

 

　（注）株式会社三益ＵＥＸは、平成26年10月１日付で株式会社三益に社名変更しております。

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

 

※　 　 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、

次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

 
当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

現金及び預金 1,777,826千円  現金及び預金 2,010,794千円

現金及び現金同等物 1,777,826千円  現金及び現金同等物 2,010,794千円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

 

１  配当に関する事項

  (1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月21日
定時株主総会

普通株式 22,039 2.00 平成25年３月31日 平成25年６月24日 利益剰余金
 

 

(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日

が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

２  株主資本の著しい変動に関する事項

　該当事項はありません。

 

当第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

 

１  配当に関する事項

  (1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月20日
定時株主総会

普通株式 71,627 6.50 平成26年３月31日 平成26年６月23日 利益剰余金
 

 

(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日

が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年11月４日
取締役会

普通株式 22,039 2.00 平成26年９月30日 平成26年12月４日 利益剰余金
 

 

２  株主資本の著しい変動に関する事項

　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 
ステンレス鋼その
他金属材料の販売

事業
 

ステンレス鋼その
他金属加工製品の
製造・販売事業

機械装置の製造・
販売及びエンジニ
アリング事業

合計

売上高     

  (1) 外部顧客への売上高 16,846,566 605,264 395,487 17,847,317

  (2) セグメント間の内部売上高
又は振替高

192,273 7,004 2,064 201,341

計 17,038,839 612,268 397,552 18,048,658

セグメント利益又は損失(△) 127,826 63,064 △78,933 111,957
 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

利    益 金    額

報告セグメント計 111,957

セグメント間取引消去 12,206

四半期連結損益計算書の営業利益 124,163
 

 

EDINET提出書類

株式会社ＵＥＸ(E02728)

四半期報告書

19/22



 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 
ステンレス鋼その
他金属材料の販売

事業
 

ステンレス鋼その
他金属加工製品の
製造・販売事業

機械装置の製造・
販売及びエンジニ
アリング事業

合計

売上高     

  (1) 外部顧客への売上高 18,609,589 583,645 520,541 19,713,775

  (2) セグメント間の内部売上高
又は振替高

488,979 16,004 49 505,032

計 19,098,568 599,649 520,590 20,218,807

セグメント利益又は損失(△) 227,623 83,575 △25,459 285,739
 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

利    益 金    額

報告セグメント計 285,739

セグメント間取引消去 4,384

四半期連結損益計算書の営業利益 290,123
 

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 ５円89銭 20円54銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額　　　　　　　　　　　　（千円） 64,928 226,363

普通株主に帰属しない金額　　　　　　　　（千円） ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額     　　（千円） 64,928 226,363

普通株式の期中平均株式数　　　　　　　 　（株） 11,019,573 11,019,573
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

第61期（平成26年４月１日から平成27年３月31日まで）中間配当について、平成26年11月４日開催の取締役会にお

いて、平成26年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

　　①　配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　　　22,039千円

　　②　１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　　２円00銭

　　③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　　平成26年12月４日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成26年11月６日

株式会社  ＵＥＸ

      取締役会  御中
清  新  監  査  法  人
    

代表社員
公認会計士 中  根  堅次郎 印

業務執行社員
    

代表社員
公認会計士 高  砂  晋  平 印

業務執行社員
 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ＵＥＸ

の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成26年７月１日から平成

26年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年９月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ＵＥＸ及び連結子会社の平成26年９月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

                                                           　

 

以 上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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